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背中、手足へと広がります（写真２）。39～40℃台の高熱は、その後３～４日続きますので、発
症から考えると１週間から10日くらいの期間、38℃以上の熱が出ていることになり、せきもひ
どく、体力はかなり消耗してしまい入院を要することもまれではありません。

写真1　コプリック斑
（撮影：岡部信彦氏）

写真2　麻しんの写真
（撮影：馬場宏一氏）
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最も感染力が強い時期

麻しんであることに気づかずに行動 感染を広げる

麻しん（はしか）の症状

免疫機能低下状態が数週間にわたって続く


